
地 域 再 生 計 画 
 
 
１． 地域再生計画の名称 
 

水辺環境再生計画 
 
２． 地域再生計画の作成主体の名称 
 

高知県高岡郡梼原町 
 
３． 地域再生計画の区域 
 

高知県高岡郡梼原町の全域 
 
４． 地域再生計画の目標 
 
 高知県梼原町は、県の中西部に位置し面積は２３６．５１㎞2、北側は四国カルスト

県立自然公園、西側は雨乞山（１１１１ｍ）、高研山（１０５５ｍ）、地蔵山（１１００

ｍ）を結ぶ山系で、愛媛県と接する県境に位置している。日本最後の清流四万十川最大

の支流・梼原川をはじめ、四万川川、北川川が流れる町は、まさに大自然の宝庫であり、

四季折々の変化に富んだ景色の中で、独特の文化を育んでいる。本町はまた、まちづく

りや地域おこしのメッカとしても全国から注目を集めている町でもあり、県境という不

便な立地条件を、逆にプラスへと転換する独自の施策は「梼原方式」とよばれ、その成

果として『太郎川公園』『雲の上の施設群』『風力発電所』『維新の道』『千枚田オーナー

制度』などユニークな施設や制度が生まれ、住民により積極的に活用されている。 
 本町では、日本三大カルストのひとつ四国カルストの風を利用して風車を回し、電気

を作り出す風力発電や、太陽光を利用したマイクロガスタービンコージェネレーション

システムを備えた身体障害療護施設や、地熱の温度差を利用した温水プールなど豊かな

自然のエネルギーを活用したシステムづくりの推進に取り組んでいる。 
 また、面積の９１％を森林が占める本町は、四国カルストに抱かれた自然豊かな山間

の町であり、その四国カルスト高原は、標高１４８５ｍの天狗森を最高峰に東西２５ｋ

ｍにわたって広がり、晴れた日には南に太平洋、北に瀬戸内海を望むことができ、冬場

は高知の地には珍しく一面雪に覆われ、その景色は自然が醸し出す幻想的な美しさがあ

り、多くの人々を魅了している。 



 一方で、近年の生活スタイルの多様化、観光客の増加に伴い、公共用水域の水質悪化

が懸念される状況になってきており、３月解禁のアマゴ漁、６月解禁のアユ漁にも影響

がおよんでいる。本町は四万十川の最上流に位置しており、この水質を保全していくこ

とは、四万十川流域の一員としての責務である。県では「高知県四万十川の保全及び流

域の振興に関する基本条例」を制定し重点地域に位置づけていることから、町では、早

期の汚水処理施設整備が急務と考え、生活排水処理構想に基づき町内全域を、下水道、

農集排、浄化槽の事業区域として区分設定した。 
 このため、汚水処理施設整備交付金を活用することで、町中心部の公共下水道と町内

に点在する浄化槽の整備を計画的に進め、河川等公共用水域の水質汚濁を防止するとと

もに、生活環境の改善を進め、地域住民が安心して暮らせる水質保全と本町の貴重な資

源である水環境を再生する。 
 
（目標１） 汚水処理施設整備の促進 

 （汚水処理人口普及率を、現在の３１％から５６％に向上） 
（目標２） 公共用水域の水質保全   

（町内の各家庭から排出される生活雑排水の放流水質を、BOD10～20mg 
／㍑に抑制する。公共下水道：BOD10mg／㍑、浄化槽：BOD20mg／㍑） 

 
 
５． 目標を達成するために行う事業 
（５－１）全体の概要 
  緑豊かな自然環境の中に住環境を備えた生活空間を整備していく上で汚水処理施

設の整備は欠かすことのできないものである。そこで汚水処理施設交付金を活用し、

公共下水道と浄化槽の整備を一体的に整備を進める。 
  本町では、町中心を公共下水道、農村地域を農業集落排水事業、家屋が点在してい

る地区については浄化槽により効率的な処理を行う。現在、公共下水道については未

供用であり平成１７年１２月の供用開始に向けて整備を進めている。また、農業集落

排水事業の普及率にいたっては９０％に達している。 
  本計画の実施により公共下水道と浄化槽の計画的・効率的な整備を進め、汚水処理

人口普及率を今後４年間で２５％引き上げる。 
  また本町の河川においては、毎年住民参加による河川美化活動（草刈り・清掃）を

行っており、これらの事業と汚水処理施設整備を併せて推進することにより、公共用

水域の水質保全を図る。 
  なお公共下水道事業については、平成１６年８月９日付けで下水道法第４条の規定

による認可を受けている。 
 



（５－２）法第４章の特別の措置を適用して行う事業 
 
 汚水処理施設整備交付金を活用する事業 
  整備箇所等は、別添の整備箇所を示した図面による。 
 【事業主体】 
       梼原町 
 【施設の種類】 
       公共下水道及び浄化槽（個人設置型） 
  
【事業区域】 
     公共下水道       梼原処理区 
     浄化槽（個人設置型）  集合処理区（公共下水道区域、農業集落排水区

域）以外の区域及び集合処理による整備に時間

を要する箇所 
【事業期間】 
     公共下水道       平成１７年度～平成２０年度 
     浄化槽（個人設置型）  平成１７年度～平成２０年度 
【整備量】 
     公共下水道 

・ 計画人口   １，３００人 
・ 管渠   Ｌ＝３，４６５．２ｍ 
・ 管径   φ＝７５～２００mm 

     浄化槽（個人設置型） ５人槽 ２９基  
               （H17=１１基，H18=６基，H19=６基，H20=６基） 
                ７人槽 １４基 
               （Ｈ17= ２基，H18=４基，H19=４基，H20=４基） 
               １０人槽  １基 
               （H17= １基） 
    なお、各施設による新規の処理人口は下記のとおり。 

・公共下水道      梼原処理区で９１０人 
・浄化槽（個人設置型） 梼原町全域（集合処理区域を除く）で１２０人 

 【事業費】 
      公共下水道      事業費 ２８７,３００千円 
                  （うち、交付金 １４３,６５０千円） 
                 単独事業費 ６１,７００千円 
       



浄化槽（個人設置型） 事業費  １６,５３９千円 
                  （うち、交付金   ５,５１３千円） 
 
      合計         事業費 ３０３,８３９千円 
                 （うち、交付金  １４９,１６３千円） 
                 単独事業費 ６１,７００千円 
 
（５－３）その他の事業 
 ①農業集落排水資源循環統合補助事業 
  農村地域における資源循環の促進を図りつつ、農業用用排水の水質保全、農村生

活環境の改善を図り、併せて公共用水域の水質保全に寄与するため、農業集落にお

けるし尿、生活雑排水等の汚水、汚泥等を処理する施設若しくはそれらの循環利用

を目的とした施設を整備し、生産性の高い農業の実現と活力ある地域の形成及び循

環型社会の構築に資することを目的として実施する。越知面地区については平成１

３年度供用開始しており、四万川地区については現在、平成１９年度の供用開始に

向けて事業を展開している。 
②河川美化活動 
     毎年、年一回の住民参加による河川美化活動（ごみ拾い・草刈り）を行っている。

また、毎月第２土曜日を環境整備デイとして平成１４年度から町内５２集落単位で

草刈り等美化活動に取り組んでいる。 
 
６． 計画期間 
 

平成１７年度から平成２０年度 
 
７． 目標の達成状況に係る評価に関する事項 
  
  計画終了後、当環境整備課において４に示す目標に照らして状況を調査し、施設の

整備状況、加入率、水洗化率、浄化槽設置基数、関連事業等の評価・検討を行う。 
  
８． 地域再生計画の実施に関し当該地方公共団体が必要と認める事項 
 
 特になし 


